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旭川市地域活動センター条例の改正（骨子）について（答申案） 

 

 

 

 平成３１年３月３０日付け旭地域第５６号で本会議に諮問された旭川市地域活動センター条例の 

改正（骨子）について，別紙のとおり答申いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙 

 

１ 答申に当たって 

  

 現在建設中の旭川市緑が丘地域活動センター（仮称）が，本年１１月に開設するに当たり，旭川

市地域活動センター条例の改正（骨子）として，当該条例の内容中，特に条例第４条（開館日及び

休館日）並びに条例第９条（利用料金の設定基準等）の別表に関して諮問を受けた。 

  本会議においては，旭川市緑が丘地域活動センター（仮称）の運用に当たっての考え方について  

担当部局から説明を受け，平成３１年２月に策定された「地域集会施設の活用方針」における全市

的な施設運用の方向性や，地域住民からのアンケート結果も踏まえながら議論し，意見の集約を行

ったものである。 

  条例の改正に当たっては，審議における意見の趣旨を生かされるとともに，当該施設が，地域活

動や住民同士の交流の場として，住民にとって利用しやすく，永く親しまれる施設となるよう，地

域と行政とが連携を図りながら管理運営を行うことを希望する。 

 

 

２ 意見 

 

  旭川市地域活動センター条例の改正（骨子）については概ね妥当である。 

  なお，次の意見を申し添える。 

 

 ⑴ 開館時間については，午前９時から午後９時まで（３区分）の原案どおりとし，指定管理者の 

対応可能な範囲で臨時的に変更することができる方向が望ましいと考えるが，その際の運用を想

定し，あらかじめ早朝，夜間の延長料金の設定も含めて検討する必要がある。 

 

⑵ 利用料金の軽減や減免の取扱いにおいては，対象の範囲を慎重に検討するとともに，現在，  

市有施設ごとに登録制度を設けることで，手続きが煩雑化している面があることから，引き続き，

利便性の点から，制度運用の在り方を検討する必要がある。 

  

 

３ 審議の経過 

 

 平成３１年３月３０日 

 旭川市地域活動センター条例の改正（骨子）について（諮問） 

 

 平成３１年４月２０日 

 旭川市地域活動センター条例の改正（骨子）に係る答申案について 
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